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▲

２０１７年 （平成２９年） ３月 第２４０号（特別号）

弥

生３
草木がいよいよ生え茂る月

み
ち

谷
川
俊
太
郎

み
ち
が
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
い
て
い
る
ん
だ

ぼ
く
は
そ
の
み
ち
を
あ
る
い
て
ゆ
く

ゆ
く
て
に
あ
か
ち
ゃ
け
た
お
か
が
み
え
る

み
ち
が
の
ぼ
り
ざ
か
に
な
っ
て

の
ぼ
り
き
る
と
な
に
が
あ
る
の
か

の
ぼ
り
き
っ
て
み
え
る
の
は
や
は
り
み
ち

の
ぼ
り
ざ
か
く
だ
り
ざ
か
が
う
ね
っ
て

み
え
る
の
は
は
る
か
に

ど
こ
ま
で
も
お
わ
ら
な
い
み
ち
だ
け

し
ら
な
い
あ
い
だ
に
ぼ
く
の
か
ら
だ
に

だ
れ
も
し
ら
な
い
う
た
が
う
ま
れ
て

こ
こ
ろ
が
だ
ま
っ
て
う
た
っ
て
い
る

み
ち
が
ぼ
く
を
ど
こ
へ
つ
れ
て
ゆ
く
の
か

ぼ
く
は
も
う
き
に
し
な
い

そ
ら
に
わ
を
え
が
き
な
が
ら

い
ち
わ
の
と
ん
び
が
つ
い
て
く
る

1
ｳ
ｲ
ｰ
ｽ

・

家

族

連

れｽ
ｲ
ｽ

のﾛ
ﾋ
ﾞ
ﾝ
ｿ
ﾝ

2

三

木

清

・

人

生

論ﾉ
ｰ
ﾄ

3
ｱ
ﾙ
ﾋ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾌ
ﾗ
ｰ

・

第

三

の

波

4

蒲

松

齢

・

聊

斎

志

異

5

津

本

陽

・

夢

、

三

部

作

6

泉

鏡

花

・

高

野

聖

7

呉

承

恩

・

西

遊

記

8

陳

舜

臣

・

小

説

十

八

史

略

9

高

山

樗

牛

・

滝

口

入

道

10
ﾏ
ｲ
ｱ
ｰ
ﾌ
ｪ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ｰ

・

小

説ｱ
ﾙ
ﾄ
ﾊ
ｲ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ｸ

11

堀

田

善

衛

・ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ

で

考

え

た

こ

と

12

志

賀

直

哉

・

清

兵

衛

と

瓢

箪

13
ﾍ
ﾙ
ﾏ
ﾝ
ﾍ
ｯ
ｾ

・

漂

白

の

魂

（

原

題ｸ
ﾇ
ﾙ
ﾌ
ﾟ

）

14

徳

田

秋

声

・

黴

15

范

成

大

・

挿

秧

（

漢

詩

）

16
ｼ
ﾞ
ｪ
ｰ
ﾑ
ｽ
ﾋ
ﾙ
ﾄ
ﾝ

・ﾁ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｽ

先

生

さ

よ

う

な

ら

17

芥

川

龍

之

介

・

蜘

蛛

の

糸

18

知

里

幸

惠

・ｱ
ｲ
ﾇ

神

謡

集

19
ｱ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
ｾ
ﾝ

・

絵

の

な

い

絵

本

20

澤

田

瑞

穂

・

鬼

趣

談

義

21

山

本

茂

美

・

あ

ゝ

野

麦

峠

22

説

話

集

・

宇

治

拾

遺

物

語

23

和

久

俊

三

・

髪

切

り

魔

24
ﾂ
ﾙ
ｹ
ﾞ
ｰ
ﾈ
ﾌ

・

猟

人

日

記

25

北

原

白

秋

・

こ

の

道

（

唱

歌

詩

）

26
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｯ
ｸ

・ﾊ
ﾂ
ｶ
ﾈ
ｽ
ﾞ
ﾐ

と

人

間

27
ﾌ
ｧ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

・ﾌ
ｧ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

昆

虫

記

28

小

林

多

喜

二

・

蟹

工

船

29
ﾏ
ｰ
ｸ
ﾄ
ｩ
ｴ
ｲ
ﾝ

・ﾄ
ﾑ

・ｿ
ｰ
ﾔ
ｰ

の

冒

険

30

志

賀

直

哉

・

暗

夜

行

路

31
ｶ
ﾌ
ｶ

・

変

身

32
ｽ
ﾃ
ｨ
-
ﾌ
ﾞ
ﾝ
ｿ
ﾝ

・ｼ
ﾞ
ｷ
ﾙ

博

士

とﾊ
ｲ
ﾄ
ﾞ

氏

33

夏

目

漱

石

・

夢

十

夜

34
ｽ
ｳ
ｪ
ﾝ
ﾍ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾝ

・

さ

ま

よ

え

る

湖

35

司

馬

遼

太

郎

・

熊

野

古

座

街

道

36

川

端

康

成

・

伊

豆

の

踊

子

37
ｼ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾇ

・

八

十

日

間

世

界

一

周

38

夏

目

漱

石

・

草

枕

39

藤

堂

明

保

・

四

面

楚

歌

（

中

国

名

言

集

）

40

三

島

由

紀

夫

・

日

曜

日

41

森

鴎

外

・

山

椒

大

夫

42
ｲ
ｿ
ｯ
ﾌ
ﾟ

・ｲ
ｿ
ｯ
ﾌ
ﾟ

物

語

43
井

上

靖

・

天

平

の

甍

44
吉

川

英

治

・

三

国

志

45
石

川

啄

木

・

一

握

の

砂

46
ｱ
ﾙ
ﾋ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾌ
ﾗ
ｰ

・

第

三

の

波

47

安

能

務

・

随

唐

演

義

48

井

上

靖

・

敦

煌
49

孟

郊

・

春

雨

の

後
50

島

崎

藤

村

・

千

曲

川

旅

情

の

歌

51
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾅ
ｻ
ﾝ
ｽ
ｳ
ｲ
ﾌ
ﾄ

・ｶ
ﾞ
ﾘ
ﾊ
ﾞ
ｰ

旅

行

記

52

大

岡

昇

平

・

俘

虜

記
53

ｼ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾇ

・

少

年

漂

流

記

15

54

織

田

作

之

助

・

夫

婦

善

哉
55

ｽ
ﾃ
ｨ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾝ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ

・ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾐ
ｰ

56

国

木

田

独

歩

・

武

蔵

野

57

説

話

集

・ｱ
ﾗ
ﾋ
ﾞ
ｱ
ﾝ
ﾅ
ｲ
ﾄ

58

島

崎

藤

村

・

夜

明

け

前

59

民

話

集

・ﾊ
ﾝ
ｶ
ﾞ
ﾘ
ｰ

民

話

60

夏

目

漱

石

・

坊

っ

ち

ゃ

ん

61
ﾍ
ﾙ
ﾏ
ﾝ
ﾍ
ｯ
ｾ

・

干

し

草

の

月

62

森

鴎

外

・

ﾀ

・ｾ
ｸ
ｽ
ｱ
ﾘ
ｽ

ヰ
63

杜

甫

・

春

望

64

堀

辰

雄

・

風

立

ち

ぬ

65
ﾄ
ﾞ
ｰ
ﾃ
ﾞ

・

最

後

の

授

業

66

高

橋

治

・

風

の

盆

恋

歌

67
ﾀ
ｺ
ﾞ
ｰ
ﾙ

・

雨

季

の

歌

68

芥

川

龍

之

介

・

河

童

69
ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｯ
ｸ

・

大

地

70

深

田

久

弥

・

日

本

百

名

山

71
ｳ
ｴ
ﾌ
ﾞ
ｽ
ﾀ
ｰ

・

あ

し

な

が

お

じ

さ

ん

72
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・

居

酒

屋

73

塩

野

七

生

・ﾛ
ｰ
ﾏ

人

の

物

語

Ⅰ

74

十

返

舎

一

九

・

東

海

道

中

膝

栗

毛

75

川

端

康

成

・

古

都

76

小

泉

八

雲

・

天

の

川

縁

起

77

芥

川

龍

之

介

・

羅

生

門

78

揚

万

里

・

劉

村

の

渡

79

志

賀

直

哉

・

壕

端

の

住

ま

い

80
ｳ
ｲ
ｰ
ﾀ
ﾞ

・ﾆ
ｭ
ｰ
ﾙ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ｸ

のｽ
ﾄ
ｰ
ﾌ
ﾞ

81
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｹ
ﾝ
ｽ
ﾞ

・ｸ
ﾘ
ｽ
ﾏ
ｽ
ｷ
ｬ
ﾛ
ﾙ

82
ｹ
ﾙ
ﾃ
ｰ
ｽ
ｲ
ﾑ
ﾚ

・

運

命

で

は

な

く

83
ﾍ
ﾙ
ﾏ
ﾝ
ﾍ
ｯ
ｾ

・ｼ
ｯ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ﾙ
ﾀ

84

上

村

勝

彦

・ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ

神

話

85
ﾋ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
ﾕ
ｺ
ﾞ
ｰ

・ﾚ
ﾐ
ｾ
ﾞ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
ﾙ

86

渡

會

・

石

飛

監

修

・

ほ

っ

と

す

る

禅

語

87

宮

本

常

一

・

天

誅

組

の

こ

と

88

水

上

勉

・

郡

上

の

南

天

89

栗

原

貞

子

・

生

ま

し

め

ん

か

な

90
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｹ
ﾝ
ｽ
ﾞ

・ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾋ
ﾞ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ｺ
ﾊ
ﾟ
ﾌ
ｨ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ

91
ﾍ
ﾟ
ﾛ
ｰ

・

童

話

赤

ず

き

ん

ち

ゃ

ん

92

小

泉

八

雲

・

耳

な

し

芳

一

の

は

な

し

93

斉

藤

茂

吉

・

巌

流

島

94

野

田

宇

太

郎

・

浜

坂

に

て

95
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾝ

翻

訳

版

・

千

夜

一

夜

物

語20~24

夜

96

梅

原

猛

・

京

都

発

見

一

土

霊

鎮

魂

97

樋

口

一

葉

・

に

ご

り

え

98

林

芙

美

子

・

放

浪

記

99

塩

野

七

生

・ﾛ
ｰ
ﾏ

人

の

物

語V
I

100

作

者

不

詳

・

水

滸

伝

101
ｹ
ｽ
ﾄ
ﾅ
ｰ

・

飛

ぶ

教

室

102
ｸ
ﾞ
ﾚ
ﾝ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾄ
ｳ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ﾞ

・

泣

い

て

も

い

い

？

103

熊

谷

栄

三

郎

・

お

ー

い

老

い

！

104
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾄ
ｰ
ﾝ

・ｿ
ｸ
ﾗ
ﾃ
ｽ

の

弁

明

105

宮

本

輝

・

五

千

回

の

生

死

106

王

維

・

送

元

二

使

安

西

107

川

端

康

成

・

雪

国

108
ｼ
ﾞ
ｬ
ﾝ
ｺ
ｸ
ﾄ
ｰ

・

恐

る

べ

き

子

供

た

ち

109

兼

好

法

師

・

徒

然

草

110
ﾁ
ｬ
ｰ
ﾙ
ｽ
ﾞ
ﾗ
ﾑ

・ﾕ
ﾘ
ｼ
ｰ
ｽ
ﾞ

の

冒

険

111

松

尾

芭

蕉

・

一

家

に

遊

女

も

寝

た

り

萩

と

月

112

澤

田

ふ

じ

子

・

浮

船

入

水

113

石

川

達

三

・

自

分

の

穴

の

中

で

114

志

賀

直

哉

・

和

解

115
ｸ
ﾞ
ﾘ
ﾑ

兄

弟

・ﾍ
ﾝ
ｾ
ﾞ
ﾙ

とｸ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾃ
ﾙ

116
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾝ

翻

訳

版

・

千

夜

一

夜

物

語708~719

夜

117

灰

谷

健

次

郎

・
き

み

はﾀ
ﾞ
ｯ
ｸ
ｽ

先

生

が

き

ら

い

か

118
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・ﾅ
ﾅ

119
ﾄ
ｵ
ﾏ
ｽ
ﾏ
ﾝ

・ﾄ
ﾆ
ｵ
ｸ
ﾚ
ｰ
ｹ
ﾞ
ﾙ

120

空

海

・

在

唐

観

昶

法

和

尚

121

島

木

健

作

・

男

鹿

半

島

122

金

子

み

す

ゞ

・

弁

天

島

123
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・ﾙ
ｰ
ｺ
ﾞ
ﾝ

家

の

誕

生

124

水

上

勉

・

雁

の

寺

125

芥

川

龍

之

介

・

蜜

柑

126

仏

教

用

語

・

三

昧

127

野

口

雨

情

・ｼ
ｬ
ﾎ
ﾞ
ﾝ

玉

128
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・

獲

物

の

分

け

前

129

道

潜

・

秋

江

130

樋

口

一

葉

・

大

つ

ご

も

り

131

寒

山

拾

得

・

人

生

百

に

満

た

ざ

る

に

132

川

端

康

成

・

千

羽

鶴

133

竹

内

ま

り

や

・

人

生

の

扉

134

井

伏

鱒

二

・

へ

ん

ろ

う

宿

135
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ｯ
ｸ

・

怒

り

の

葡

萄

136
ｸ
ﾞ
ﾘ
ﾑ

兄

弟

・ｸ
ﾞ
ﾘ
ﾑ

童

話

137

水

上

勉

・

湖

北

巡

礼

138

陶

潜

・

帰

園

田

居

139
ﾀ
ﾞ
ﾆ
ｴ
ﾙ
ｺ
ﾞ
ｯ
ﾄ
ﾘ
ｰ
ﾌ
ﾞ

・

人

生

と

い

う

名

の

手

紙

140

兼

好

法

師

・

徒

然

草

第236

段

141
ﾚ
ｲ
ﾁ
ｪ
ﾙ
ｻ
ｲ
ﾓ
ﾝ

・

妹

とﾊ
ﾞ
ｽ

に

乗

っ

て

142

連

城

三

紀

彦

・

黒

髪

143
ﾔ
ﾝ
ﾏ
ｰ
ﾃ
ﾙ

・ﾊ
ﾟ
ｲ

の

物

語

144

正

岡

子

規

・

病

床

六

尺

145
ﾌ
ﾛ
ｰ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾙ

・ﾎ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ﾘ
ｰ

婦

人

146

太

宰

治

・

津

軽

147
ｼ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾇ

・

少

年

漂

流

記

15

148

永

井

荷

風

・

つ

ゆ

の

あ

と

さ

き

149
ﾕ
ﾘ
ｳ
ｽ
ｶ
ｴ
ｻ
ﾙ

・ｶ
ﾞ
ﾘ
ｱ

戦

記

150
太

宰

治

・

斜

陽

151
作

者

未

詳

・

義

経

記

152
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・ﾊ
ﾟ
ﾘ

の

胃

袋

153

川

上

未

映

子

・ﾍ
ﾌ
ﾞ
ﾝ

154

室

尾

犀

星

・

春

の

雪

（

詩

）

155
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾄ
ｰ
ﾝ

・ﾘ
ｭ
ｼ
ｽ

156

菊

池

寛

・

恩

讐

の

彼

方

に

157
ｳ
ｲ
ｰ
ﾀ
ﾞ

・ﾌ
ﾗ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ｽ

の

犬

158

司

馬

遼

太

郎

・

八

咫

烏
159

ｽ
ﾃ
ｨ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾝ
ｿ
ﾝ

・

宝

島

160

嘉

村

磯

多

・

業

苦

161
ｸ
ﾞ
ﾘ
ﾑ

兄

弟

・

み

つ

け

ど

り

162

嘉

村

磯

多

・

崖

の

下

163
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｯ
ｻ
ﾝ

の

征

服

164

堀

辰

雄

・

浄

瑠

璃

寺

165
ﾒ
ｱ
ﾘ
ｰ
ﾉ
ｰ
ﾄ
ﾝ

・

床

下

の

小

人

た

ち

166

作

者

不

詳

・

平

家

物

語

（

源

氏

揃

～

）

167

徳

永

進

・

反

対

言

葉

の

群

生

地

168
ｸ
ﾞ
ﾘ
ﾑ

兄

弟

・

経

か

た

び

ら

169

舟

橋

聖

一

・

華

燭

170
ｱ
ﾙ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
ｱ
ﾝ
ｼ
ﾞ
ｪ
ﾗ

・

古

代ﾛ
ｰ
ﾏ

人

の

時

間

24

171

火

野

葦

平

・

糞

尿

譚

172
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・ﾑ
ｰ
ﾚ

神

父

の

あ

や

ま

ち

173

火

野

葦

平

・

麦

と

兵

隊

174

宮

本

常

一

・

忘

れ

ら

れ

た

日

本

人

175

黒

鉄ﾋ
ﾛ
ｼ

・

千

思

万

考

176

塩

野

七

生

・ﾛ
ｰ
ﾏ

人

の

物

語X
I

177
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｹ
ﾝ
ｽ
ﾞ

・

墓

堀

男

を

さ

ら

っ

た

鬼

の

話

178

作

者

不

詳

・

平

家

物

語

（
越

中

前

司

最

後

）

179
ｺ
ﾅ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ｲ
ﾙ

・

四

人

の

署

名

180

中

勘

助

・

銀

の

匙

181
ｶ
ﾌ
ｶ

・

絶

望

名

人ｶ
ﾌ
ｶ

の

人

生

論

182

橋

本

武

・

銀

の

匙

の

子

供

た

ち

183

高

井

有

一

・

北

の

河

184
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｽ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾒ
ﾘ
ﾒ

・ﾏ
ﾃ
ｵ
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾈ

185

宮

沢

賢

治

・

銀

河

鉄

道

の

夜

186
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｹ
ﾝ
ｽ
ﾞ

・

信

号

手

187

稗

田

阿

礼

・

古

事

記

188
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・ｳ
ｰ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｰ
ﾇ
ﾙ
ｰ
ｺ
ﾞ
ﾝ

閣

下

189

由

良

弥

生

・

食

わ

ず

女

房

190

柳

田

国

男

・

遠

野

物

語

191

山

室

静

訳

・ｷ
ﾞ
ﾘ
ｼ
ｬ

神

話

192
ﾖ
ﾊ
ﾝ
ﾅ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ﾘ

・ｱ
ﾙ
ﾌ
ﾟ
ｽ

の

少

女ﾊ
ｲ
ｼ
ﾞ

193

田

中

康

弘

・ﾏ
ﾀ
ｷ
ﾞ

194

宮

本

常

一

・

下

北

半

島

195
ｻ
ﾝ
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ｭ
ﾍ
ﾟ
ﾘ

・

夜

間

飛

行

196

窪

美

澄

・

晴

天

の

迷

いｸ
ｼ
ﾞ
ﾗ

197

萩

原

隆

・ｻ
ﾞ
ｼ
ｷ
ﾜ
ﾗ
ｼ

考

198
ﾗ
ﾏ
ﾁ
ｬ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾗ
ﾝ

・

脳

の

中

の

幽

霊

199

竹

内

英

人

・

な

ぜ

数

学

を

学

ぶ

の

か

200
ｱ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ﾋ
ﾄ
ﾃ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾗ
ｰ

・ﾈ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
ﾗ
ﾝ
ﾄ

旅

日

記

201
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾅ
ｻ
ﾝ
ｽ
ｳ
ｲ
ﾌ
ﾄ

・ｶ
ﾞ
ﾘ
ﾊ
ﾞ
ｰ

旅

行

記

202

萩

原

隆

・ｻ
ﾞ
ｼ
ｷ
ﾜ
ﾗ
ｼ

考

（ﾉ
ｰ
ｶ
ｯ
ﾄ

文

）

203

灰

谷

健

次

郎

・

兔

の

目

204
ｱ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ﾋ
ﾄ
ﾃ
ﾞ
ｭ
ｰ
ﾗ
ｰ

・

自

伝

と

書

簡

205

加

藤

周

一

・

読

書

術

206

水

上

勉

・

饑

餓

海

峡

207
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・

愛

の

一ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ

208

徳

永

進

・

大

き

な

問

題

と

小

さ

な

問

題

209

野

矢

茂

樹

・

子

ど

も

の

難

問

210
ｼ
ﾞ
ｬ
ﾚ
ﾄ
ﾞ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｱ
ﾓ
ﾝ
ﾄ
ﾞ

・

銃
・

病

原

菌
・

鉄

211

森

鴎

外

・

高

瀬

舟

212
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・

ご

っ

た

煮

213

一

ノ

瀬

正

樹

・
ひ

と

り

ぼ

っ

ち

な

ひ

と

な

ん

て

存

在

し

な

い

214

宮

本

常

一

・

下

北

半

島

（ﾉ
ｰ
ｶ
ｯ
ﾄ

文

）

215
ｱ
ﾘ
ｽ
ﾛ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾂ

・

人

類

万

年

遙

か

な

る

旅

路

20

216

佐

伯

一

麦

・

二

十

代

の

自

画

像

217

池

田

み

ち

子

・

無

縁

仏

218

長

部

日

出

雄

・

津

軽

じ

ょ

ん

か

ら

節

219

中

山

義

秀

・

華

燭

220

御

伽

草

子

・

木

幡

狐

221
ﾀ
ﾞ
ｰ
ｳ
ｲ
ﾝ

・

種

の

起

源

（

進

化

論

）

222

竹

村

公

太

郎

・

日

本

史

の

謎

は

地

形

で

解

け

る

223

又

吉

直

樹

・

火

花

224
ｶ
ｽ
ﾞ
ｵ
ｲ
ｼ
ｸ
ﾞ
ﾛ

・

日

の

名

残

225
ｴ
ﾐ
ｰ
ﾙ
ｿ
ﾞ
ﾗ

・ﾎ
ﾞ
ﾇ
ｰ
ﾙ
ﾃ
ﾞ
ﾀ
ﾞ
ﾑ

百

貨

店

226

井

沢

元

彦
・

学

校

で

は

教

え

て

く

れ

な

い

日

本

史

の

授

業

227
ﾌ
ｨ
ｵ
ﾅ
ﾏ
ｸ
ﾗ
ｳ
ﾄ
ﾞ

・ｹ
ﾙ
ﾄ

民

謡

集

228

大

岡

昇

平

・

野

火

229
ﾏ
ﾙ
ｺ
ﾑ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｴ
ﾙ

・
天

才

！

成

功

す

る

人

々

の

法

則

230

宮

本

常

一

・

塩

の

道

231

小

川

洋

子

・

博

士

の

愛

し

た

数

式

232
ｶ
ｽ
ﾞ
ｵ
ｲ
ｼ
ｸ
ﾞ
ﾛ

・

忘

れ

ら

れ

た

巨

人

233
ﾄ
ﾏ
ｽ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ｨ
ﾝ
ﾁ

・ｱ
ｰ
ｻ
ｰ

王

物

語

234

夏

目

漱

石

・

こ

こ

ろ

（

没

後

百

年

）

235
ﾍ
ﾟ
ﾛ
ｰ

父

子

編

纂

・ﾍ
ﾟ
ﾛ
ｰ

童

話

236

坪

内

逍

遙

・

一

読

三

嘆

当

世

書

生

気

質

237

二

葉

亭

四

迷

・

浮

雲

238

中

島

み

ゆ

き

・
彼

女

の

歌

詞

あ

れ

こ

れ

～

239

幸

田

露

伴

・

五

重

の

塔

240

三

木

清

・

人

生

論ﾉ
ｰ
ﾄ
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い
て
も
「
こ
と
ば
」
を
知
り
ま
せ
ん
。-

-
-

地
面
か
ら

伸
び
て
い
る
長
い
茎
の
上
に
赤
い
花
が
咲
い
て
い
る
。

-
-
-

こ
の
短
い
一
節
に
含
む
単
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
何
一
つ
知
ら
な
い
の
で
す
。
時
に
「
無
用
の
学
問
」

と
い
う
言
葉
を
目
や
耳
に
し
ま
す
。
対
し
て
、
か
つ
て

滋
賀
大
学
の
佐
和
学
長
が
新
聞
で
持
論
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
「
確
か
に
工
学
・
医
学
・
薬
学
・
農
学
が

役
に
立
つ
こ
と
は
明
白
。
文
学
・
経
済
学
は
無
用
と
い

う
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
、
無
用
の
学
を
廃
す
れ
ば
国

は
必
ず
滅
ぶ
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
理
数
系
は
、
こ

れ
以
外
に
解
は
無
い
と
い
う
答
が
で
る
。
し
か
し
文
系

で
は
そ
う
い
は
い
か
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
考
え
よ

う
に
よ
っ
て
は
よ
り
一
層
難
し
い
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
人
間
が
活
動
し
て
い
る
社
会
は
割
り
切
れ
な
い
事

柄
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

と

で
解
決
で
き
る
の

1

0

が
理
数
系
で
あ
る
と
い
う
な
ら
∞
の
解
が
あ
る
の
が
人

間
社
会
で
す
。
ど
れ
ほ
ど
有
能
な
科
学
者
や
技
術
者
で

あ
っ
て
も
、
皆
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
既
に
存
在
し
た

言
葉
や
文
字
を
借
り
て
覚
え
、
先
人
が
苦
労
し
て
発
見

発
明
し
た
研
究
成
果
を
講
義
や
書
・
実
技
で
学
び
、
他

人
と
言
葉
や
文
字
で
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
更
な
る
高

い
成
果
に
至
り
ま
す
。
根
底
に
あ
る
の
は
一
種
の
文
系

知
識
で
す
。
無
用
の
学
と
い
う
言
葉
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
思
索
な
ど
と
い
う
不
可
解
な
も
の
は
無
用

と
言
う
に
近
い
傲
慢
さ
を
感
じ
ま
す
。

（
こ
の
問
題
の
背
景
は
、
室
井

尚
著
「
文
系
学
部
解

体
」
角
川
新
書
に
詳
述
が
あ
り
ま
す
）

お
さ
な
子
の
時
代
は
そ
れ
こ
そ
そ
ん
な
難
し
い
事
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
も
市
井

の
人
も
同
じ
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
た
時
代
を
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。
親
兄
弟
、
近
所
の
人
た
ち
の
温
か
い
眼

差
し
、
時
に
は
意
地
悪
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
中
に
生
き
る
こ
と
の
意
味
や
自
我
を
周

囲
の
協
力
の
中
育
ん
で
成
長
し
ま
す
。

人
は
皆
、
こ
ん
な
幸
せ
な
時
代
を
記
憶
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
幸
せ
の
中
に
居
て
も
、
大
人
に

な
る
と
懐
か
し
い
思
い
出
の
彼
方
、
霧
の
向
こ
う
に
微

か
に
見
え
る
の
み
で
す
。

【
幸
福
に
つ
い
て
】
１

著
者
は
、
『
幸
福
に
つ
い
て
考
え
な
い
こ
と
は
今
日

の
人
間
の
特
徴
で
あ
る
。』
更
に
続
け
て
、『
幸
福
を
語

る
こ
と
が
す
で
に
何
か
不
道
徳
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
ほ
ど
今
の
世
の
中
は
不
幸
に
充
ち
て
い
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。』
と
述
べ
て
い
ま
す
。

書
か
れ
た
時
代
背
景
も
違
い
ま
す
が
、
こ
の
書
を
開

い
て
も
、
お
そ
ら
く
子
ど
も
の
頃
に
感
じ
取
っ
た
十
分

の
一
も
読
み
取
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
考
え
て
考
え
て

考
え
抜
く
。
半
世
紀
以
上
経
っ
た
我
が
身
は
、
心
も
感

性
も
頭
脳
の
働
き
さ
え
も
あ
の
頃
に
戻
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
懸
命
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
知
ら

ず
し
ら
ず
も
っ
と
要
領
よ
く
ズ
ル
く
生
き
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

『
一
般
的
に
言
う
幸
福
は
、
外
套
を
脱
ぎ
捨
て
る
よ

う
に
い
つ
で
も
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
る
が
、
真
の
幸
福
と
は

生
命
と
同
じ
よ
う
に
彼
自
身
と
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
幸
福
を
も
っ
て
彼
は
あ
ら
ゆ
る
困
難
と
闘
う
。
幸

福
は
つ
ね
に
外
に
現
れ
る
。
幸
福
は
表
現
的
な
も
の
で

あ
る
。
お
の
ず
か
ら
外
に
現
れ
て
他
の
人
を
幸
福
に
す

る
の
が
真
の
幸
福
で
あ
る
。』
と
。

幼
子
の
頃
は
誰
も
皆
幸
福
で
し
た
。
昨
今
の
一
部
の

心
な
い
仕
打
ち
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
幸
福
で
あ
る
べ
き

と
言
い
換
え
ま
し
ょ
う
。
大
人
に
な
る
と
何
故
幸
福
感

が
薄
れ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
こ
に
は
「
欲
」
と
い
う
断

ち
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
と
し
て
の
煩
悩
が
存
在

し
ま
す
。
若
し
私
が
「
幸
福
っ
て
何
な
ん
で
し
ょ
う
」

と
問
い
か
け
れ
ば
、
笑
わ
れ
る
か
怪
訝
な
顔
を
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。
幸
福
は
外
に
求
め
る
事
は
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。
生
き
て
行
く
上
で
行
き
当
た
る
様
々
な
問
題

や
苦
悩
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
他
人
の
言
葉
を
聴
き
、

先
人
の
書
き
残
し
た
書
を
読
む
。
そ
の
様
に
自
己
と
向

き
合
い
、
割
り
切
れ
な
い
問
題
に
つ
い
て
思
索
を
重
ね

る
中
で
、
い
つ
の
ま
に
か
著
者
の
い
う
よ
う
な
幸
福
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

周
り
を
見
回
し
て
見
よ
う
。
大
き
な
屋
敷
に
住
ん
で

い
る
人
。
大
金
を
持
っ
て
い
る
人
。
高
価
な
物
を
所
有

し
て
い
る
人
。
世
間
一
般
に
認
め
ら
れ
た
地
位
に
あ
る

人
。
そ
う
い
う
人
達
や
家
庭
を
見
る
と
き
、
多
く
の
人

は
そ
れ
を
他
人
の
「
幸
福
」
と
感
じ
、
羨
望
の
眼
差
し

で
見
る
こ
と
と
思
う
。
し
か
し
そ
れ
は
羨
む
ほ
ど
の
幸

福
で
あ
ろ
う
か
。
大
き
な
屋
敷
に
住
ん
で
い
て
も
子
ど

も
達
が
寄
り
つ
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
大
金
を
持
っ

て
い
て
も
健
康
に
恵
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
高
価

な
物
を
所
有
し
て
い
て
も
心
は
い
つ
も
虚
ろ
か
も
し
れ

な
い
。
高
い
地
位
に
あ
っ
て
も
そ
れ
を
上
回
る
心
労
の

日
々
か
も
し
れ
な
い
。
翻
っ
て
自
分
の
日
常
が
、
子
ど

も
達
が
よ
く
顔
を
覗
か
せ
て
く
れ
て
健
康
で
、
心
は
い

つ
も
明
る
く
満
た
さ
れ
て
お
り
、
さ
ほ
ど
の
心
労
を
感

じ
な
い
で
居
ら
れ
る
な
ら
、
こ
れ
を
幸
福
と
言
わ
ず
に

何
と
言
う
の
か
。
幸
福
と
は
と
い
う
問
い
か
け
の
答
は
、

自
分
の
中
に
あ
る
し
、
自
分
の
中
に
し
か
無
い
と
も
い

え
る
。

【
孤
独
に
つ
い
て
】

著
者
は
、
『
孤
独
が
恐
ろ
し
い
の
は
孤
独
の
条
件
に

よ
っ
て
で
あ
る
。-

-
-

略-
-
-

む
し
ろ
ひ
と
は
孤
独
を

逃
れ
る
た
め
に
独
居
し
さ
え
す
る
の
で
あ
る
』
と
論
じ

て
い
ま
す
。
今
の
小
中
学
生
が
被
害
者
・
加
害
者
と
し

て
関
わ
る
事
件
を
見
て
い
る
と
、
単
純
に
、
友
達
が
い

な
い
、
或
い
は
周
り
か
ら
い
な
く
な
る
と
い
う
事
を
、

孤
独
＝
惨
め
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。LIN

E

で
繋
が
っ
て
い
な
い
と
孤
独
、
繋
が
っ
て

さ
え
い
れ
ば
友
達
が
い
っ
ぱ
い
い
て
寂
し
く
な
い
。
そ

う
錯
覚
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。

『
孤
独
は
山
に
な
く
、
街
に
あ
る
。
一
人
の
人
間
に

あ
る
の
で
な
く
、
大
勢
の
人
間
の
「
間
」
に
あ
る
の
で

あ
る
。
孤
独
で
あ
る
と
き
、
我
々
は
物
か
ら
滅
ぼ
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
我
々
が
物
に
お
い
て
滅
ぶ
の
は
孤
独

を
知
ら
な
い
時
で
あ
る
』
と
も
。

無
論
、
小
中
学
生
ば
か
り
で

は
無
く
「
群
れ
て
い
な
い
と
寂

し
い
」
と
い
う
の
は
大
学
生
に

も
多
い
ら
し
い
。
京
都
産
業
大

学
の
細
胞
生
物
学
教
授
で
歌
人

で
も
あ
る
永
田
和
宏
先
生
は
、

学
生
達
に
対
し
て
『
大
学
生
が
群
れ
て
ば
か
り
で
ど
う

す
る

孤
独
を
知
る
こ
と
が
自
立
と
い
う
こ
と

干
渉

さ
れ
ず
に
自
分
を
確
認
す
る
場
だ
』
と
叱
咤
激
励
さ
れ

て
い
ま
す
。
先
生
は
、
京
大
の
食
堂
テ
ー
ブ
ル
に
仕
切

り
が
つ
い
た
「
ぼ
っ
ち
席
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で

良
い
が
、
必
要
以
上
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
が
「
友
達

が
い
な
い
人
間
は
駄
目
人
間
」
と
い
う
位
置
付
け
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
長
い
間
村
社
会
で
あ

り
、
村
八
分
も
あ
っ
た
。
そ
の
村
八
分
と
い
う
意
識
が

強
く
残
っ
て
お
り
無
視
（
シ
カ
ト
）
が
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
友
達
が
沢
山
い
る
こ
と
が
良
い
こ
と
で
、
そ

れ
を
推
奨
す
る
よ
う
な
親
や
学
校
の
教
育
も
あ
る
」
と
。

哲
人
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
と
し
て
「
友
達
が
た
く

さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
友
達
が
全
然
い
な
い
こ
と

で
あ
る
」
と
い
う
諺
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
生

に
も
な
れ
ば
、
孤
独
の
中
で
し
か
自
分
が
自
分
で
あ
る

こ
と
の
確
認
は
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
欲
し
い
。
孤
独
を
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
解
剖
学
者
で
あ
る
養
老
孟
司
先
生
は

自
分
探
し
の
旅
な
ど
と
い
う
言
葉
に
踊
ら
さ
れ
て
は
い

．
．
．
．
．
．

け
な
い
。
そ
う
考
え
て
い
る
自
分
が
正
に
自
分
な
の
だ

か
ら
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

中
高
生
の
頃
に
は
本
も
よ
く
読
み
ま
し
た
が
、
日
曜

日
に
な
る
と
近
く
の
野
山
に
も
時
々
で
か
け
て
い
た
よ

う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
犬
を
連
れ
て
山
を
歩
き
回
り
、

時
に
は
手
製
の
テ
ン
ト
も
ど
き
を
張
っ
て
寝
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
真
っ
暗
な
谷
間
で
寝
て
い
る
時
、
恐
怖
ど

こ
ろ
か
孤
独
感
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
さ
な
水

の
流
れ
る
音
、
風
に
こ
す
れ
合
う
葉
と
梢
、
見
た
く
て

も
見
え
ず
想
像
す
る
だ
け
の
小
動
物
の
足
音
。
そ
れ
ら

に
包
ま
れ
て
い
る
と
き
は
決
し
て
孤
独
で
は
な
く
安
ら

ぎ
に
近
い
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
人
生
論
ノ
ー
ト

を
思
い
出
し
て
い
た
よ
う
な
ボ
ン
ヤ
リ
と
ほ
の
暗
い
記

憶
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
学
校
へ
行
け
ば
友

達
や
同
級
生
達
が
沢
山
い
て
、
楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た

よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

今
の
子
ど
も
達
は
人
数
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
、
「
群

れ
る
」
こ
と
を
当
然
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
る
と
い

う
か
、
群
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
真
の
孤
独
の
意
味
を
知
ら
な
い
子
ど

も
達
は
、
孤
独
か
ら
得
ら
れ
る
多
く
の
事
を
身
に
付
け

な
い
ま
ま
成
人
し
て
い
く
。
そ
の
様
な
子
ど
も
達
は
群

れ
て
善
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
悪
に
翻

弄
さ
れ
る
方
が
は
る
か
に
多
い
で
し
ょ
う
。
群
れ
ず
に

色
々
な
事
柄
を
考
え
る
時
間
を
も
っ
と
沢
山
持
っ
て
欲

し
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
生
活
し
て
い
て
も
、
や
は

り
、
や
り
場
の
な
い
哀
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ
る
の
が
人

間
。
誰
で
も
が
経
験
す
る
通
過
点
と
し
て
、
子
ど
も
と

大
人
の
中
間
ゾ
ー
ン
に
差
し
掛
か
る
と
自
我
は
大
き
く

育
っ
て
く
る
が
、
衣
食
住
は
親
に
依
存
し
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
。
自
分
自
身
の
漠
然
と
し
た
将
来
へ
の
夢

や
希
望
と
、
親
の
相
対
的
経
済
力
を
背
景
に
し
た
確
た

る
期
待
。
そ
の
軋
轢
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
、
真

の
孤
独
の
真
っ
只
中
に
苦
し
み
か
ね
な
い
。
し
か
し
そ

れ
で
も
良
い
で
は
な
い
か
。
人
生
の
、
ま
し
て
や
青
少

年
期
に
は
決
し
て
無
駄
な
苦
し
み
は
な
い
。
誰
に
助
け

を
求
め
る
事
も
で
き
な
い
孤
独
と
苦
悩
。
そ
れ
は
一
人

の
毅
然
と
し
た
大
人
に
な
る
た
め
の
、
天
が
与
え
た
大

き
な
試
練
。
単
に
、
多
人
数
の
中
に
居
て
自
分
一
人
が

無
視
さ
れ
る
よ
う
な
偽
り
の
孤
独
と
は
異
な
っ
て
、
大

き
な
飛
躍
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
小
中
高
生
の
子
ど
も
達
よ
、
負
け
る
こ
と
無

く
思
い
悩
み
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
。
君
を
村
八
分

に
し
た
彼
、
彼
女
達
は
最
早
生
涯
君
の
心
の
高
み
に
肩

を
並
べ
る
こ
と
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
人
生
に
は
大
き
な

壁
が
三
度
く
ら
い
は
あ
る
と
考
え
る
。
一
度
壁
を
乗
り

越
え
る
と
、
よ
り
困
難
で
大
き
な
障
害
で
な
け
れ
ば
壁

と
は
感
じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
自
分
自
身
に
し

か
で
き
な
い
孤
独
な
戦
い
で
あ
る
。

【
習
慣
に
つ
い
て
】
２

習
慣
に
つ
い
て
著
者
は
次
の
よ
う
な
論
述
を
し
て
い

ま
す
。

『
習
慣
を
自
由
に
な
し
得
る
者
は
人
生
に
お
い
て
多
く

の
こ
と
を
為
し
得
る
。
習
慣
は
技
術
的
な
も
の
で
あ
る

故
に
自
由
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
よ
り
た
い
て

い
の
習
慣
は
無
意
識
的
な
技
術
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
意

識
的
に
技
術
的
に
自
由
に
す
る
と
こ
ろ
に
道
徳
が
あ

る
。
修
養
と
い
う
も
の
は
か
よ
う
な
技
術
で
あ
る
。
も

し
習
慣
が
た
だ
自
然
で
あ
る
な
ら
ば
、
習
慣
が
道
徳
で

あ
る
と
は
い
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
道
徳
に

は
技
術
的
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
習
慣
は
我
々
に
最
も
手
近
な
も
の
、

《
私
の
本
棚

第
二
百
四
十
》

「
人
生
論
ノ
ー
ト
」

三
木

清

著

年

月
号
（
第

号
）
で
ご
紹
介
し
た
人
生
論
ノ

'97

5

2

ー
ト
を
再
び
取
り
上
げ
ま
す
。
第

号
は
「
家
族
連
れ

1

ス
イ
ス
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」
で
、
こ
れ
は
読
書
習
慣
が
身

に
付
く
切
っ
か
け
に
な
っ
た
物
語
で
し
た
。
小
学
四
～

五
年
生
の
時
に
母
親
が
「
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
」

を
定
期
購
読
し
て
く
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
毎
月
の
配
本
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
全
集

巻
は
、
あ
る
ご
縁
が
あ
っ
た
小
学
校
に
寄
贈

50

し
て
手
許
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務
所
だ
よ
り
を
閉
じ

る
に
際
し
て
何
を
取
り
上
げ
よ
う
か
と
考
え
た
と
き
、

人
生
論
ノ
ー
ト
が
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
と
共
に
、
こ
れ
以

外
に
心
を
惹
か
れ
る
題
材
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
生
論
ノ
ー
ト
と
い
う
書
物
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

中
学
一
年
生
（

年
）
の
国
語
の
授
業
中
に
知
り
ま
し

'61

た
。
快
活
で
優
し
い

先
生
が
国
語
の
授
業
を
受
け
持

K

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
雑
誌
の
付
録
に
つ

い
て
い
た
「
俚
諺
格
言
集
」
に
興
味
を
惹
か
れ
、
い
つ

も
持
ち
歩
い
て
い
る
よ
う
な
子
ど
も
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
す
れ
ば
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
、
お
そ
ら
く
あ
の
懐
か

し
い
書
店
で
購
入
し
た
の
で
し
ょ
う
。
分
か
ら
な
い
言

葉
も
沢
山
で
て
き
ま
す
か
ら
、
懸
命
に
辞
書
を
引
い
て

書
き
込
み
を
し
、
何
度
繰
り
返
し
て
読
ん
だ
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
理
解
を
鉛
筆
で
書
き
込
ん
だ
た
め
か

な
り
汚
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
、
薄
れ
た
過
去
の
記
憶

を
た
ぐ
っ
て
み
る
と
、
一
年
生
の
間
に
全
命
題
を
一
応

自
分
な
り
に
理
解
し
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
考
習
慣
の
賜
か
、「
冬
の
水
一
枝
の
影
も
あ
ざ

む
か
ず
」
と
い
う
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
即
座
に
解

す
る
よ
う
な
、
中
二
ら
し
く
な
い
子
供
に
成
長
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
大
切
な
一
冊
は
友
人
の
た
っ
て
の
頼
み

で
貸
し
ま
し
た
が
、
返
っ
て
く
る
こ
と
は
無
く
、
い
つ

ま
で
も
悲
し
い
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
以
来
、

自
分
の
蔵
書
は
誰
に
も
貸
さ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
重
な
る
よ
う
に
短
い
厭
世
期
を
経
験
し

ま
し
た
。
担
任
で
も
あ
る

先
生
は
そ
ん
な
私
を
見
抜

K

い
て
お
ら
れ
、H

R

の
時
間
に
、
人
生
に
は
そ
う
い
っ

た
時
期
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
く
普
通
に
何
気
な
く

話
さ
れ
た
の
で
す
。
厭
世
期
な
ど
と
い
う
言
葉
を
初
め

て
耳
に
し
、
自
分
が
そ
の
真
っ
只
中
に
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
先
生
の
思
い
や
り
の
一
言
は
ず
っ
と
私

の
心
の
中
に
大
切
な
思
い
出
と
し
て
あ
り
ま
す
。

人
は
生
ま
れ
て
来
た
と
き
は
何
の
知
識
も
あ
り
ま
せ

ん
。
胎
教
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
範
疇

に
於
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
と
言
う
の
は
正
し
く
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
生
ま
れ
て
か
ら
は
日
々
、

目
・
耳
を
は
じ
め
と
し
て
五
感
か
ら
知
識
を
習
得
し
ま

す
。
ま
ず
、
泣
く
と
い
う
こ
と
で
全
て
を
伝
え
よ
う
と

し
ま
す
。
そ
の
後
し
だ
い
に
「
ま
ん
ま
」
を
初
め
と
す

る
生
き
る
た
め
の
最
小
限
の
言
葉
を
覚
え
、
歩
く
こ
と

を
習
得
し
ま
す
。
花
を
見
て
母
親
が
「
ほ
れ
、
き
れ
い

な
花
だ
よ
」
と
教
え
ま
す
。
子
ど
も
は
そ
こ
に
あ
る
モ

ノ
を
花
と
認
識
し
、
目
に
映
る
色
を
美
し
い
と
刷
り
込

み
ま
す
。
奇
麗
と
は
花
と
称
す
る
こ
の
物
体
の
感
じ
方

で
あ
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
は
好
ま
し
い
色
だ
と
会
得
し

ま
す
。
こ
う
し
て
、
先
ず
言
葉
あ
り
き
で
様
々
な
知
識

を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
一
切
の
理
屈
は
あ

り
ま
せ
ん
。
目
に
映
る
も
の
耳
に
響
く
も
の
指
や
肌
に

触
れ
る
モ
ノ
、
母
乳
の
香
と
暖
か
さ
な
ど
一
切
の
存
在

を
心
に
刻
み
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
驚
く
べ
き
こ
と
で

す
。
猛
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
ま
す
。
何
を
さ
て
お
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我
々
の
力
の
う
ち
に
あ
る
手
段
で
あ
る
。

習
慣
が
技
術
で
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
技
術
は
習

慣
的
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
に
技
術
で
あ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ど
の
よ
う
な
天
才
も
習
慣
に
よ
る
の
で
な
け

れ
ば
何
事
も
成
就
し
得
な
い
。』

孤
独
と
苦
悩
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
て
、
何
年
間
も
悩

ん
で
悩
ん
で
悩
み
抜
い
た
結
果
、
あ
る
日
突
然
「
悩
む
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
さ
へ
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
、
孤
独
と
苦
悩
が
お

の
ず
か
ら
、
技
術
、
そ
し
て
修
養
へ
と
昇
華
し
、
悩
む

の
で
は
な
く
ど
ん
な
こ
と
で
も
自
己
の
中
で
「
徹
底
し

て
考
え
る
」
と
い
う
無
意
識
の
習
慣
に
変
化
し
た
瞬
間

と
い
え
る
。
こ
れ
は
三
木
清
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
習
慣

で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
た
天
の
采
配
と
言
う
べ
き
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
常
に
考
え
る
」
と
い
う

こ
と
は
立
派
に
習
慣
で
あ
り
技
術
で
も
あ
る
と
思
う
。

目
の
前
に
存
在
す
る
問
題
は
考
え
る
べ
き
事
な
の
か
、

そ
れ
と
も
考
え
る
こ
と
自
体
無
意
味
な
の
か
、
自
ず
か

ら
瞬
時
に
判
断
で
き
て
し
ま
う
。
考
え
る
べ
き
問
題
な

ら
ば
条
件
を
列
挙
し
よ
り
良
い
方
向
を
決
断
す
る
。
答

な
ど
な
い
問
題
な
ら
、
そ
れ
は
問
題
と
は
言
え
ず
考
え

る
事
さ
へ
何
の
意
味
も
な
い
こ
と
と
し
て
捨
て
去
る
。

こ
の
「
捨
て
去
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
存
外
多

い
。
悩
み
と
い
う
も
の
の
本
質
が
此
処
に
あ
る
。
コ
ッ

プ
に
入
っ
た
泥
水
を
想
像
す
る
と
分
か
り
や
す
い
。
こ

の
泥
水
を
澄
み
切
っ
た
水
に
し
た
い
と
思
う
と
き
、
考

え
る
と
い
う
事
を
撹
拌
す
る
と
い
う
行
為
に
置
き
換
え

て
み
よ
う
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
水
は
濁
る
。

こ
う
し
た
問
題
の
本
質
を
見
抜
く
力
は
、
群
れ
ず
に

孤
独
に
耐
え
悩
み
抜
い
た
修
養
の
結
果
与
え
ら
れ
た
も

の
と
も
言
え
る
。
こ
う
な
る
と
他
人
の
「
今
悩
ん
で
い

る
ん
で
す
」
と
い
う
言
葉
さ
え
、
意
味
を
な
さ
な
い
響

き
に
し
か
聞
こ
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

能
動
的
に
村
八
分
に
し
た
彼
等
に
は
ま
ず
も
っ
て
到

達
不
可
能
な
境
地
で
あ
り
、
村
八
分
を
受
け
て
孤
独
に

耐
え
考
え
る
事
を
習
慣
と
成
し
た
者
の
み
が
見
る
事
の

で
き
る
景
色
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

し
か
し
一
般
的
な
習
慣
と
い
う
も
の
は
、
著
者
が
論

じ
る
技
術
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
乳
呑
み
児
は
五
感
か

ら
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
を
習
得
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
習
慣

と
い
う
よ
り
本
能
で
し
ょ
う
。
動
物
と
し
て
のD
N

A

に
刷
り
込
ま
れ
た
本
能
が
、
泣
く
こ
と
で
自
分
の
意
思

や
置
か
れ
た
状
況
を
訴
え
よ
う
と
す
る
。
話
す
こ
と
を

身
に
付
け
、
書
く
こ
と
を
学
習
す
る
と
、
本
人
も
意
識

し
な
い
ま
ま
に
次
第
に
人
生
の
分
岐
点
に
向
け
て
歩
き

始
め
ま
す
。
こ
の
頃
は
知
識
で
は
な
く
人
と
し
て
の
道

徳
規
範
を
、
親
や
兄
弟
そ
の
他
の
大
人
達
か
ら
教
わ
り

始
め
ま
す
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
教
わ
り
か
ら

学
習
、
学
び
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
次
第
に
著
者
の
論
ず

る
よ
う
に
、
習
慣
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
何
事
も
成
就

し
得
な
い
分
岐
点
に
踏
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。
何
に
で

も
興
味
を
抱
き
吸
収
す
る
。
分
か
ら
な
い
事
は
放
置
せ

ず
自
ら
学
ぶ
。
事
に
あ
た
っ
て
感
じ
、
考
え
、
真
っ
直

ぐ
に
向
き
合
う
。
実
力
は
そ
の
中
か
ら
し
か
生
ま
れ
て

こ
な
い
。
そ
の
学
び
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
投
げ
出
し

た
く
な
る
時
が
あ
っ
て
も
、
恰
も
習
慣
で
あ
る
よ
う
に

続
け
る
。
学
び
の
未
来
を
見
た
時
、
あ
ま
り
に
も
膨
大

な
未
修
や
未
知
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
既
習
の
過

去
を
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
、
小
さ
な
習
慣
の
積
み
重

ね
で
さ
え
、
最
早
他
人
が
簡
単
に
追
い
つ
く
こ
と
の
で

き
な
い
領
域
に
達
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
こ

そ
が
著
者
の
言
う
『
天
才
も
習
慣
に
よ
る
の
で
な
け
れ

ば
何
事
も
成
就
し
得
な
い
。』
と
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
他
方
、
努
力
す
れ
ば
何
で
も
成
し
遂
げ
ら
れ

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
厳
然
と
し
た
事
実
と

し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
も

で
も

1

0

∞
で
も
無
く
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
が
、
可
能
性
は
無

く
は
な
い
。
人
間
の
生
き
方
の
問
題
と
し
て
、
無
用
と

称
さ
れ
る
文
系
学
問
の
分
野
に
こ
そ
大
き
な
基
礎
に
な

る
力
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
皆
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

【
嫉
妬
に
つ
い
て
】
３

『
も
し
私
に
人
間
の
性
の
善
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ

る
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
人
間
の
心
に
お
け

る
嫉
妬
の
存
在
で
あ
る
。-

-
-

略-
-
-

な
ぜ
な
ら
嫉
妬

は
狡
猾
に
、
闇
の
中
で
、
善
い
も
の
を
害
す
る
こ
と
に

向
か
っ
て
働
く
の
が
一
般
で
あ
る
か
ら
。
』
と
冒
頭
で

述
べ
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
嫉
妬
と
い
う
も
の
は
自
分

よ
り
高
い
地
位
や
幸
福
な
状
態
に
あ
る
者
に
向
か
い
、

し
か
も
そ
の
差
異
が
自
分
に
も
手
が
届
き
そ
う
に
思
え

る
時
に
起
こ
る
、
と
。
更
に
続
け
て
、
嫉
妬
し
て
い
る

者
は
自
分
を
磨
き
高
め
る
の
で
は
な
く
、
相
手
を
自
分

の
位
置
に
低
め
よ
う
と
す
る
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
嫉
妬
心
は
年
齢
に
は
関
係
な
く
幼
少
か
ら
老
人

ま
で
あ
る
で
し
ょ
う
。
さ
ほ
ど
で
も
な
い
一
寸
し
た
悪

戯
を
「
先
生
！
、
○
○
君
が×

×

を
し
た
」
と
い
っ
た

類
か
ら
始
ま
り
、
試
験
勉
強
を
必
死
で
し
て
い
て
も
、

口
で
は
「
ぜ
ん
ぜ
ん
し
て
な
い
」
と
友
人
を
欺
き
、
社

会
人
と
な
っ
て
か
ら
は
何
と
か
し
て
同
僚
の
足
を
引
っ

ぱ
る
と
い
う
所
ま
で
続
く
。
大
人
の
嫉
妬
心
は
極
め
て

厄
介
。
上
司
や
同
僚
に
対
す
る
嫉
妬
心
、
況
ん
や
上
司

の
部
下
に
対
す
る
嫉
妬
心
に
至
っ
て
は
そ
の
席
を
汚
す

者
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。
良
い
習
慣
を
身
に
付
け

な
い
ま
ま
社
会
人
と
な
り
、
そ
れ
で
も
人
並
み
以
上
の

出
世
欲
と
名
誉
心
・
嫉
妬
心
を
持
つ
。
真
っ
当
な
努
力

を
せ
ず
に
要
領
の
良
さ
で
世
渡
り
を
企
て
る
者
は
思
い

が
け
ず
多
い
が
、
い
つ
の
日
か
化
け
の
皮
が
剥
が
れ
る

も
の
で
あ
る
。
人
生
に
於
け
る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
、

学
び
の
習
慣
を
身
に
付
け
な
い
ま
ま
に
安
穏
と
し
た
日

々
の
生
活
を
守
り
つ
つ
、
努
力
を
転
じ
て
習
慣
と
な
し

た
者
と
同
じ
位
置
に
達
し
よ
う
と
考
え
る
の
だ
か
ら
始

末
が
悪
い
。
も
っ
と
手
の
込
ん
だ
嫉
妬
心
は
、
第
三
者

を
実
態
以
上
の
高
み
に
押
し
あ
げ
て
、
彼
自
身
を
も
そ

の
位
置
に
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
他
人
に
覚
え
さ
せ

よ
う
と
す
る
。
ね
こ
に
ト
ラ
の
着
ぐ
る
み
を
着
せ
て
、

自
分
は
そ
の
虎
の
威
を
借
る
狐
に
な
ら
ん
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
著
者
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
見
抜
い
て

い
て
、
『
同
じ
職
業
の
者
が
真
の
友
達
に
な
る
こ
と
は

違
っ
た
職
業
の
者
の
間
に
お
い
て
よ
り
も
遙
か
に
困
難

で
あ
る
。』
と
考
察
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

他
方
、
政
治
の
世
界
に
も
嫉
妬
心
が
あ
る
か
無
い
か

と
問
え
ば
、「
塊
」
の
よ
う
に
見
え
る
事
が
あ
る
の
は
、

私
の
見
方
に
誤
り
が
あ
る
の
か
。
嫉
妬
心
で
な
け
れ
ば

虚
栄
心
或
い
は
名
誉
欲
な
の
か
。
殊
更
に
ま
と
も
な
意

見
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
て
も
、
一
瞬
に
表

情
変
化
を
現
す
こ
と
が
あ
る
。
与
党
と
野
党
の
論
戦
駆

け
引
き
で
は
、
自
分
に
一
票
を
投
じ
て
く
れ
る
有
権
者

を
相
手
の
後
ろ
に
見
据
え
な
が
ら
、
自
分
の
言
葉
に
酔

っ
て
い
る
の
で
は
無
い
か
と
感
じ
る
事
も
少
な
く
な

い
。
近
年
で
は
平
和
か
戦
争
か
と
い
う
余
り
に
も
感
情

に
走
っ
た
声
が
記
憶
に
新
し
い
。
そ
う
い
う
人
達
に
対

し
て
は
、
真
っ
当
で
あ
っ
て
も
曲
解
さ
れ
そ
う
な
意
見

を
述
べ
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。
要
は
、
平
和
と
は
ど

う
す
れ
ば
維
持
で
き
る
の
か
と
い
う
事
が
論
点
に
な
る

べ
き
も
の
を
、
明
日
か
ら
我
が
子
が
戦
地
に
赴
く
か
の

よ
う
な
感
情
的
な
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
戦
争
を
望
ま

な
い
こ
と
は
人
間
と
し
て
当
然
で
す
。
し
か
し
「
戦
争

は
武
力
を
用
い
た
外
交
で
あ
り
、
外
交
は
武
力
を
用
い

な
い
戦
争
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
一
方

大
岡
昇
平
の
小
説
「
野
火
」
を
読
め
ば
分
か
る
よ
う
に
、

人
間
の
善
悪
基
準
は
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る

と
い
う
こ
と
も
事
実
で
す
。
何
事
も
過
ぎ
た
る
は
猶
及

ば
ざ
る
が
如
し
で
し
ょ
う
。
も
し
も
「
○
○
は
犯
罪
で

す
」
と
宣
言
す
る
だ
け
で
犯
罪
が
撲
滅
で
き
る
な
ら
、

地
域
、
国
内
、
世
界
は
本
当
に
住
み
や
す
い
も
の
に
な

り
ま
す
。
野
党
の
中
に
与
党
に
対
す
る
羨
望
や
嫉
妬
が

無
い
と
は
言
え
な
い
は
ず
で
す
。
な
に
ゆ
え
、
も
っ
と

真
摯
に
大
き
な
観
点
で
の
論
争
が
成
さ
れ
な
い
の
か
。

政
治
家
で
あ
り
先
生
と
呼
ば
れ
る
人
達
に
「
お
前
達
ば

か
り
に
良
い
格
好
は
さ
せ
な
い
ぞ
。
我
が
わ
れ
が
。」
と

い
う
稚
拙
さ
ば
か
り
が
目
立
つ
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、

私
一
人
で
は
無
い
と
は
思
い
ま
す
が
。

【
怒
に
つ
い
て
】

著
者
は
冒
頭
「
神
の
怒
」
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
特

定
の
信
仰
心
・
対
象
を
持
た
な
い
私
に
は
理
解
で
き
ま

せ
ん
。
怒
り
の
本
質
に
つ
い
て
は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す

『
ひ
と
は
軽
蔑
さ
れ
た
と
感
じ
た
と
き
最
も
よ
く
怒
る
。

だ
か
ら
自
信
の
あ
る
者
は
あ
ま
り
怒
ら
な
い
。
彼
の
名

誉
心
は
彼
の
怒
が
短
気
で
あ
る
こ
と
を
防
ぐ
で
あ
ろ
う
。

ほ
ん
と
に
自
信
の
あ
る
者
は
静
か
で
、
し
か
も
威
厳
を

具
え
て
い
る
。
そ
れ
は
完
成
し
た
性
格
の
こ
と
で
あ
る
』

と
。
そ
の
様
な
境
地
に
は
ほ
ど
遠
い
我
が
身
で
す
が
、

し
っ
く
り
と
飲
み
込
め
る
言
葉
で
す
。
子
ど
も
同
士
の

喧
嘩
と
い
う
の
は
、
一
方
が
正
に
子
ど
も
で
あ
る
こ
と

と
、
他
方
が
未
だ
子
ど
も
の
領
域
か
ら
抜
け
出
て
い
な

い
こ
と
か
ら
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
。
一
方
が
習
慣
を
重

ね
修
養
の
域
に
達
し
た
後
は
、
二
人
の
間
に
は
嫉
妬
も

怒
り
も
顔
を
出
す
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
人
で
あ

る
が
故
に
、
日
々
生
活
の
中
で
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・

修
羅
・
人
間
・
天
界
を
体
現
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

【
名
誉
心
に
つ
い
て
】
４

『
虚
栄
心
は
ま
ず
社
会
を
対
象
と
し
て
い
る
。
し
か

る
に
名
誉
心
は
ま
ず
自
己
を
対
象
と
す
る
。
虚
栄
心
が

対
世
間
的
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
名
誉
心
は
自
己
の
品

位
に
つ
い
て
の
自
覚
で
あ
る
』

人
は
生
ま
れ
て
長
じ
て
く
る
と
様
々
な
習
慣
を
身
に

付
け
る
。
子
ど
も
の
頃
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
行
儀
作

法
に
関
す
る
躾
け
を
受
け
、
そ
の
後
次
第
に
善
い
習
慣

を
身
に
付
け
て
修
養
の
域
に
入
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し

誰
で
も
が
善
い
習
慣
を
身
に
付
け
得
る
の
で
な
い
こ
と

は
明
白
で
す
。
習
慣
が
修
養
に
転
じ
る
と
言
う
と
、
何

か
し
ら
い
と
も
簡
単
に
そ
の
域
に
達
す
る
よ
う
な
錯
覚

を
覚
え
ま
す
が
、
並
大
抵
の
努
力
で
な
い
こ
と
は
瞭
然

た
る
事
実
で
す
。
無
常
迅
速
・
一
行
三
昧
と
い
う
言
葉

が
端
的
に
そ
れ
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
努

力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
世
間
に
認
め
ら
れ
る
か
ど

う
か
と
い
う
の
は
、
自
分
の
物
差
し
で
は
測
れ
な
い
。

自
分
の
物
差
し
に
お
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に
到
達
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
の
に
他
人
か
ら
そ
う
い
う
評
価
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
怒
り
と
と
も
に
虚
栄
心
に
転
じ

か
ね
な
い
。
虚
栄
心
が
頭
を
も
た
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
の
物
差
し
が
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
証
左
。

そ
こ
に
気
づ
け
ば
良
い
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。
自
分

を
実
際
よ
り
も
良
く
見
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
修
養
よ

り
も
格
段
に
楽
な
も
の
で
す
。

翻
っ
て
名
誉
心
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
で
は
自
己
満

足
と
言
い
換
え
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
自
分
の
行

動
が
他
者
に
理
解
さ
れ
な
く
て
も
、
人
間
と
し
て
生
き

る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
と
き
、
恥
ず
か

し
く
な
い
生
き
方
、
名
を
辱
め
な
い
生
き
方
を
求
め
て

い
る
の
だ
と
思
う
。
正
に
真
の
孤
独
そ
の
も
の
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
ま
た
他
方
、
こ
の
自
己
満
足
を
他
者

に
く
す
ぐ
ら
れ
た
と
き
純
粋
な
名
誉
心
を
保
ち
続
け
ら

れ
る
か
否
か
。
お
そ
ら
く
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
過
去

色
々
な
土
地
に
建
て
ら
れ
た
故
人
の
胸
像
が
残
さ
れ
て

い
る
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
な
ら
ま
だ
し
も
、
存
命
中
に

周
囲
の
者
達
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
る
と
き
が
あ
る
。
こ

れ
は
名
誉
な
こ
と
な
の
か
そ
れ
と
も
虚
栄
心
を
満
た
す

も
の
な
の
か
難
し
い
。
叙
位
叙
勲
褒
章
な
ど
で
も
名
誉

心
な
ど
よ
り
虚
栄
心
が
顔
を
覗
か
せ
る
事
が
あ
る
よ
う

に
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
。

【
成
功
に
つ
い
て
】

人
間
は
皆
、
自
分
の
生
き
て
い
る
世
界
で
何
か
し
ら

の
成
功
を
成
し
得
た
い
。
叶
う
も
の
な
ら
他
人
に
認
め

ら
れ
た
い
、
尊
敬
さ
れ
た
い
、
羨
ま
し
が
ら
れ
た
い
。

そ
こ
か
ら
自
分
な
り
に
幸
福
を
感
じ
る
人
生
を
送
り
た

い
、
気
づ
か
ず
と
も
そ
う
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

著
者
は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

『
成
功
と
幸
福
と
を
、
不
成
功
と
不
幸
と
を
同
一
視
す

る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
人
間
は
真
の
幸
福
が
何
で
あ

る
か
を
理
解
し
得
な
く
な
っ
た
。
自
分
の
不
幸
を
不
成

功
と
し
て
考
え
て
い
る
人
間
こ
そ
、
ま
こ
と
に
憐
れ
む

べ
き
で
あ
る
。』

そ
も
そ
も
成
功
と
は
何
を
指
し
て
言
う
の
か
。
余
人

に
真
似
得
な
い
技
能
を
身
に
付
け
た
こ
と
か
、
財
を
成

し
た
こ
と
か
、
地
位
を
高
め
た
こ
と
か
、
名
誉
を
得
た

こ
と
か
。
な
ら
ば
そ
の
様
に
な
り
得
な
か
っ
た
人
間
は

皆
不
幸
な
の
か
。
そ
う
で
は
な
い
事
は
誰
し
も
が
感
じ

て
い
る
。
財
を
成
し
地
位
を
得
、
名
誉
を
も
得
た
者
が

す
べ
て
幸
福
と
は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
成
功
と
幸
福
、

不
成
功
と
不
幸
は
同
一
視
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

成
功
を
し
か
つ
幸
福
で
あ
る
者
、
成
功
し
な
か
っ
た
が

幸
福
で
あ
る
者
。
成
功
を
し
た
が
あ
る
部
分
に
於
い
て

は
不
幸
で
あ
っ
た
者
。
こ
こ
に
成
功
と
い
う
も
の
の
捉

え
方
の
大
切
さ
が
あ
る
。
来
し
方
と
行
く
末
に
惑
わ
ず
。

名
誉
心
も
成
功
も
そ
の
人
の
価
値
観
次
第
。
最
早
為
し

得
る
努
力
、
新
た
な
試
み
は
終
わ
り
に
近
い
。

【
健
康
に
つ
い
て
】
５

『
健
康
の
問
題
は
人
間
的
自
然
の
問
題
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
そ
れ
は
単
な
る
身
体
の
問
題
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
健
康
に
は
身
体
の
体
操
と
共
に
精
神

の
体
操
が
必
要
で
あ
る
。』

諺
に
「
健
全
な
精
神
は
健
全
な
肉
体
に
宿
る
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
老
い
て
く
れ
ば
身
に
つ
ま
さ
れ

響
い
て
き
ま
す
。
病
的
で
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
健
全

な
精
神
を
保
つ
こ
と
が
難
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
ま
た
別
な
考
え
方
を
す
れ
ば
、
自
分

の
人
生
が
合
格
点
を
取
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
自

ず
か
ら
判
断
で
き
る
年
代
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、

成
功
＝
幸
福
と
の
み
捉
え
る
か
違
っ
た
捉
え
方
を
す
る

か
で
、
そ
の
人
の
心
の
健
康
度
合
い
も
異
な
っ
て
き
ま

す
。
財
は
成
し
得
な
か
っ
た
が
、
健
康
で
日
々
を
過
ご

せ
有
難
く
感
謝
す
べ
き
事
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

格
別
な
地
位
を
得
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
反
面
、
格

別
な
心
労
を
す
る
こ
と
も
無
か
っ
た
と
喜
べ
る
人
。
ど

ち
ら
も
と
て
も
健
康
な
人
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
私
自

身
五
十
代
は
大
い
に
健
康
で
し
た
。

金
銭
的
に
余
力
を
持
っ
て
い
た
わ
け

で
は
無
い
が
、
自
転
車
で
日
本
各
地

を
旅
し
雑
誌
「CY

CLE
SPO

RTS

」

に
十
年
余
り
掲
載
し
て
も
ら
い
、
エ

ク
セ
ル
ソ
フ
ト
作
成
に
も
習
熟
し

「
日
経PC21

」
誌
コ
ン
ク
ー
ル
で

二
度
の
受
賞
を
し
た
。
人
並
み
の
苦

労
も
幾
つ
か
経
験
し
た
が
、
そ
れ
は

悩
む
と
い
う
の
で
は
な
く
、
考
え
抜
い
て
そ
れ
な
り
に

解
決
で
き
た
。
そ
も
そ
も
、
私
が
今
こ
う
し
て
読
書
感

想
を
書
い
て
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
さ
へ
、
心
身
と
も

大
い
に
健
康
の
証
し
で
あ
り
、
幸
福
で
あ
り
、
何
も
の
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か
に
対
し
て
感
謝
す
べ
き
こ
と
と
思
い
ま
す
。

著
者
は
最
後
に
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

『
健
康
と
い
う
の
は
平
和
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
こ
に
如
何
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
多
く
の
価
値
の

相
違
が
あ
る
で
あ
ろ
う
』
と
。

【
感
傷
に
つ
い
て
】

三
木
清
は
最
後
に
こ
ん
な
言
葉
を
記
し
て
い
ま
す
。

『
感
傷
に
は
常
に
何
ら
か
の
虚
栄
が
あ
る
。
』、
ま
た
そ

の
前
文
に
は
『
感
傷
は
た
い
て
い
の
場
合
マ
ン
ネ
リ
ズ

ム
に
陥
っ
て
い
る
』
と
も
。

感
傷
と
い
う
の
は
追
憶
で
も
無
け
れ
ば
懐
か
し
み
で

も
な
い
、
一
種
の
自
己
愛
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
タ

ラ
レ
バ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
時
○
○
だ

っ
タ
ラ
と
か
、
○
○
し
て
い
レ
バ
と
い
う
後
悔
で
す
。

時
は
過
ぎ
去
り
、
一
瞬
た
り
と
も
留
ま
っ
て
い
な
い
。

今
と
い
う
時
は
刹
那
で
あ
り
、
過
去
は
手
の
届
か
ぬ
遙

か
彼
方
に
あ
り
、
未
来
と
い
う
時
間
は
永
劫
で
す
。
生

ま
れ
て
後
は
喜
怒
哀
楽
六
道
の
中
、
日
々
成
長
し
生
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
失
敗
し
学
び
気
づ
か
ぬ
ま
ま
も

反
省
を
重
ね
、
明
日
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
大
小
様
々

の
転
機
が
あ
り
ま
し
た
。

歳
、

歳
、

歳
、

歳
、

15

17

20

22

歳
、

歳
。
全
て
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

34

48

し
そ
れ
は
感
傷
で
は
な
く
、
あ
ん
な
時
も
あ
っ
た
な
あ

と
い
う
薄
れ
行
く
過
去
の
記
憶
で
し
か
な
い
の
で
す
。

タ
ラ
レ
バ
の
道
を
選
択
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
良
く

も
悪
く
も
今
日
が
あ
り
、
も
し
タ
ラ
レ
バ
の
道
を
歩
い

て
い
れ
ば
、
今
日
の
自
分
の
姿
が
タ
ラ
レ
バ
と
い
う
感

傷
対
象
な
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

過
去
の
一
時
期
を
思
い
起
こ
し
て
、
あ
の
日
あ
の
時

を
想
像
す
る
の
は
や
は
り
自
己
愛
で
あ
り
、
著
者
の
い

う
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
感
傷
に

浸
る
者
は
、
幸
福
と
い
う
光
の
糸
が
自
分
の
指
の
間
か

ら
尾
を
引
い
て
い
る
こ
と
に
さ
へ
気
づ
か
な
い
。

幸
不
幸
は
そ
の
程
度
に
差
が
あ
る
。
何
よ
り
も
今
の

自
分
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
、
天
命

を
知
る
と
い
う
の
は
そ
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

【
娯
楽
に
つ
い
て
】
６

『
娯
楽
と
い
う
観
念
は
恐
ら
く
近
代
的
な
観
念
で
あ
る
。

-
-
-

略-
-
-

娯
楽
と
い
う
も
の
は
生
活
を
楽
し
む
こ
と
を

知
ら
な
く
な
っ
た
人
間
が
そ
の
代
わ
り
に
考
え
出
し
た

も
の
で
あ
る
。』
と
い
う
著
者
の
考
察
は
、
私
の
解
釈
が

不
足
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
す
ん
な
り
と
は

受
け
入
れ
難
い
。
狩
猟
採
集
の
時
代
に
も
何
某
か
の
娯

楽
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
定
着
し
て
農
工
業
の
時

代
に
入
っ
て
も
同
じ
事
が
言
え
る
。
現
代
な
ら
狩
猟
や

農
作
業
も
一
部
の
人
間
に
は
娯
楽
に
な
っ
て
い
る
。
最

も
簡
単
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
祭
り
」
で
す
。
一
年
に

幾
度
か
の
祭
事
は
多
く
の
人
た
ち
が
集
い
、
日
頃
口
に

で
き
な
い
ご
馳
走
を
食
べ
そ
し
て
飲
む
。
娯
楽
は
仕
事

（
＝
命
を
繋
ぐ
）
に
対
す
る
ゆ
と
り
や
遊
び
と
考
え
れ

ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。
か
つ
て
遠
野
で
見
た
藁
人
形

を
思
い
出
し
ま
す
。
明
治
頃
に
面
白
お
か
し
く
作
ら
れ

た
も
の
の
再
現
で
し
ょ
う
が
、
実
に
楽
し
く
咄
嗟
に
「
娯

楽
」
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
藁
そ
の
も

の
は
命
を
繋
ぐ
糧
と
し
て
米
を
収
穫
し
た
残
り
で
す
。

そ
こ
か
ら
更
に
牛
馬
の
餌
、
田
畑
の
肥
料
、
縄
や
莚
・

わ
ら
じ
を
編
ん
だ
り
と
生
活
用
具
に
活
用
。
煮
炊
き
に

も
用
い
ら
れ
、
灰
は
灰
汁
と
し
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
利

用
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
の
藁
を
使
っ
て
、
格
別

に
利
用
価
値
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
男
性
の
裸
体

人
形
は
娯
楽
以
外
の
何
も
の
で
も
無
い
で
し
ょ
う
。
深

い
雪
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
、
成
す
べ
き
仕
事
も
特
に
な

く
、
酒
を
飲
ん
で
騒
ぐ
ほ
ど
の
ゆ
と
り
は
更
に
な
く
、

俺
は
男
だ
！
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
藁
人
形
に
無
駄
な
鉢

巻
き
を
さ
せ
る
。
娯
楽
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
三
木
清
は
、
芸
術
は
芸
術
家
に
と
っ
て
は

娯
楽
で
は
な
く
タ
イ
ピ
ス
ト
に
と
っ
て
は
娯
楽
で
あ
る

と
い
う
処
し
方
が
、
文
化
堕
落
の
一
因
と
述
べ
て
い
る

が
、
私
は
同
意
で
き
な
い
。
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
仕

事
の
道
具
で
あ
る
自
転
車
やIT

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
と

っ
て
の
一
手
段
で
あ
るExcel

は
、
私
に
と
っ
て
は
娯

楽
や
好
奇
心
の
対
象
で
す
。
車
は
そ
の
中
間
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
偏
り
の
な
い
社
会
が
成
立
し
て

い
く
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

【
希
望
に
つ
い
て
】

こ
の
歳
に
な
る
と
、
も
し
も
「
貴
方
の
人
生
の
希
望

は
？
」
と
問
わ
れ
る
と
返
答
に
困
る
よ
う
な
年
代
に
さ

し
か
か
り
ま
し
た
。
努
力
す
れ
ば
叶
え
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
希
望
を
持
つ
こ
と
は
青
年
達
の
特
権
で
、
耳
順

の
年
代
に
は
淡
く
て
実
現
は
極
め
て
他
力
本
願
的
な
も

の
し
か
残
っ
て
い
な
い
者
が
大
半
で
し
ょ
う
。

『
人
生
に
お
い
て
は
何
事
も
偶
然
で
あ
る
。
し
か
し
ま

た
人
生
に
お
い
て
は
何
事
も
必
然
で
あ
る
。』

中
学
生
の
私
が
こ
の
一
文
を
ど
う
解
釈
し
た
の
か
記

憶
に
は
な
い
。
し
か
し
、
過
去
幾
つ
か
の
転
機
を
改
め

て
思
い
起
こ
す
と
き
、
著
者
の
論
拠
と
は
異
な
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
「
然
り
」
と
感
じ
ま
す
。
青
年
の
よ
う

な
希
望
を
持
ち
続
け
得
る
人
も
沢
山
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
他
力
本
願
的
な
子
や
孫
に
対
す
る
希
望
、
或

い
は
残
念
な
が
ら
そ
れ
さ
へ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

人
の
ほ
う
が
絶
対
的
多
数
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
年
代
に
達
し
て
尚
、
余
り
に
も
「
希
望
」
と
い

う
言
葉
が
大
き
く
生
々
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
る
な
ら
、

極
め
て
一
部
の
者
を
除
い
て
は
不
惑
時
代
の
名
誉
心
や

嫉
妬
心
、
成
功
願
望
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
自
分
の
現
状
を
否
定
し
続
け
、
あ
る
が
ま

ま
の
幸
福
に
気
づ
か
ず
心
の
健
康
を
害
し
、
虚
栄
心
や

感
傷
で
吾
が
心
を
埋
め
尽
く
し
て
し
ま
う
。
意
味
の
な

い
嫉
妬
心
や
怒
り
で
満
た
さ
れ
た
心
は
、
最
早
、
さ
さ

や
か
な
幸
福
と
言
う
か
正
に
そ
れ
こ
そ
が
真
の
幸
福
と

言
え
る
も
の
を
、
自
分
の
手
で
す
く
い
取
っ
て
投
げ
捨

て
て
い
る
に
等
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

と
は
言
う
も
の
の
、
し
か
し
、
や
は
り
難
し
い
。

【
旅
に
つ
い
て
】
７

旅
は
大
好
き
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
よ
く
出
か
け
て

い
ま
し
た
。
収
入
を
得
な
い
頃
は
自
転
車
や
徒
歩
で
出

か
け
、
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
、
特
に
独
り
身
の
間
は

思
い
つ
く
ま
ま
に
計
画
を
立
て
な
い
で
旅
に
出
る
こ
と

も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

『
人
生
は
旅
、
と
は
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
芭

蕉
の
奥
の
細
道
の
有
名
な
句
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
こ

れ
は
誰
に
も
一
再
な
ら
ず
迫
っ
て
く
る
実
感
で
あ
ろ

う
』
と
著
者
は
述
べ
ま
す
。

折
角
で
す
か
ら
有
名
な
句
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

-
-
-

月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て

行
き
か
ふ

年
も
又
旅
人
也
。
舟
の
上
に
生
涯
を
う
か
べ

馬
の
口
と
ら
え
て
老
を
む
か
ふ
る
物
は

日
々

旅
に
し
て
旅
を
栖
と
す
。--

-

旅
に
で
て
何
か
し
ら
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
或
い
は

偶
然
の
事
柄
を
き
っ
か
け
に
し
て
か
、
い
ず
れ
に
し
て

も
会
話
を
交
わ
し
た
思
い
出
は
印
象
深
く
残
っ
て
い
ま

す
。
楽
し
い
話
題
だ
っ
た
訳
で
は
無
い
場
合
も
同
じ
で

す
。
此
処
に
旅
と
日
常
の
移
動
が
異
な
る
何
か
を
含
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
旅
と
い
う
も
の
が
若
し
時
間
や

距
離
で
定
義
さ
れ
る
な
ら
、
世
界
を
飛
び
回
る
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
は
そ
れ
自
体
が
旅
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
僅
か
一
日
の
移
動
で
も
旅
な
の
で
す
。
旅
の
恥

は
か
き
す
て
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
と
ば

か
り
に
行
動
す
る
者
は
こ
こ
に
言
う
「
旅
」
を
知
ら
な

い
人
間
で
し
ょ
う
。

見
た
こ
と
の
無
い
風
景
や
そ
の
土
地
の
生
活
を
感
じ

る
た
め
に
出
か
け
る
旅
も
あ
り
ま
す
。
地
図
を
見
て
い

る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
事
を
肌
で
感
じ
知
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も
忘
れ
た
い
嫌
な

記
憶
を
少
し
で
も
薄
め
よ
う
と
し
て
旅
立
つ
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
身
辺
の
大
勢
の
人
達
が
訪
れ
た
の
に
、

自
分
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
地
も
是
非
尋
ね
て
見
た
い

と
も
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

実
際
の
移
動
を
伴
う
旅
で
は
な
く
、
人
生
そ
の
も
の

と
言
う
べ
き
思
い
出
の
記
憶
旅
も
あ
り
ま
す
。
小
学
五

年
生
の
時
お
父
さ
ん
の
転
勤
に
伴
っ
て
転
校
し
て
き
た

女
の
子
が
い
ま
し
た
。
腕
白
な
友
人

ち
ゃ
ん
が
、
そ

U

の
子
の
家
に
遊
び
に
行
こ
う
と
誘
い
に
来
ま
し
た
。
何

と
な
く
気
が
乗
ら
な
い
ま
ま
、
二
度
ほ
ど
行
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
は
特
に
話
を
す
る
事
も
無
く
、

同
じ
中
学
か
ら
高
校
へ
進
学
し
て
一
年
も
経
た
な
い
頃

に
又
、
転
校
編
入
で
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
顔
を
思
い

出
す
こ
と
も
で
き
な
い

子
ち
ゃ
ん
か
ら
、
小
五
の
時

M

に
見
せ
て
も
ら
っ
た
弘
前
城
の
赤
い
橋
が
記
憶
に
あ
り

ま
す
。
お
兄
さ
ん
が
旅
行
し
た
時
の
写
真
で
し
た
。
廊

下
で
立
ち
聞
き
し
た
転
校
の
噂
話
に
、
自
分
が
何
の
感

慨
も
抱
か
ず
「
元
気
で
」
と
い
う
ひ
と
こ
と
さ
え
言
わ

な
か
っ
た
事
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
お
の
れ

の
人
生
に
於
い
て
、
今
思
え
ば
、
転
が
る
石
の
歌
詞
に

重
な
る
よ
う
な
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
転
機
の
う
ね
り

の
中
に
あ
っ
て
、
鬼
と
生
き
仏
の
存
在
を
肌
で
知
る
と

い
う
子
供
ら
し
か
ら
ぬ
経
験
の
さ
中
に
、
な
ぜ
か
し
ら

心
の
底
に
沈
殿
し
た
ま
ま
で
す
。

旅
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
記
憶
の
彼
方
に
あ
る

よ
う
な
微
か
な
思
い
出
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

三
木
清
の
人
生
論
ノ
ー
ト
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
、

郷
愁
と
も
言
え
る
子
ど
も
時
代
の
記
憶
も
あ
る
意
味
で

旅
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

鬼
と
か
生
き
仏
と
称
さ
れ
る
モ
ノ
は
こ
の
よ
う
な
事

を
指
す
と
知
る
処
と
な
っ
た
私
も
、
自
分
で
は
気
づ
か

ぬ
ま
ま
に
、
人
生
と
い
う
旅
を
す
る
の
に
懸
命
で
大
い

に
他
人
を
傷
つ
け
た
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
一

方
で
知
ら
ぬ
ま
に
誰
か
を
勇
気
づ
け
て
い
た
な
ら
良
い

が
と
も
思
う
。

著
者
が
言
う
様
に
私
は
何
処
か
ら
来
た
の
か
知
ら
な

い
し
、
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
も
分
か
ら
な
い
。
言
い
換

え
れ
ば
自
分
に
ま
で
続
く
過
去
の
人
た
ち
の
ほ
ぼ
全
て

を
知
ら
な
い
。
明
ら
か
に
分
か
る
の
は
、
私
ま
で
途
切

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
命
。
そ
し
て
途
切
れ
る
こ
と
の

無
い
で
あ
ろ
う
漠
然
と
し
た
未
来
へ
の
命
。
東
洋
的
に

言
え
ば
、
自
分
が
生
ま
れ
て
来
た
事
に
何
ら
か
の
使
命

・
天
命
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
あ
っ
た
と
し
て
も
そ

れ
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
い
。
自
分
の
旅
で
さ
へ
、
生

ま
れ
出
た
瞬
間
と
息
を
引
き
取
る
瞬
間
は
分
か
ら
な
い
。

分
か
る
の
は
実
際
に
生
き
て
き
た
道
の
み
で
す
。

【
死
に
つ
い
て
】

子
ど
も
の
頃
か
ら
沢
山
の
死
を
間
近
に
見
て
き
ま
し

た
。
親
の
代
か
ら
の
縁
者
は
も
う
居
ま
せ
ん
。
私
も
生

ま
れ
た
と
き
か
ら
必
ず
死
ぬ
と
い
う
旅
の
途
上
で
す
。

徳
永
進
と
い
う
医
師
が
お
ら
れ
ま
す
。
氏
は
多
く
の
患

者
の
死
を
看
取
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
仰
る
の

は
、
い
ま
わ
の
際
に
死
を
恐
れ
る
人
は
い
な
い
と
い
う

事
実
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
「
今
日
は
頭
が
痛
い
」
と
か

「
お
腹
が
張
っ
て
苦
し
い
」
と
い
う
、
凡
そ
余
命
数
日

の
人
の
訴
え
と
は
思
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
死
後
の
世
界
が
あ
る
か
と
い
う

問
に
は
、
私
は
「
あ
る
」
と
信
じ
ま
す
。
姉
の
死
に
始

ま
り
、
母
親
・
父
親
・
縁
戚
・
更
に
は
他
人
ま
で
沢
山

の
方
々
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
受
け
た
と
感
じ
る
こ
と
を
経

験
し
ま
し
た
。
今
で
も
、
亡
く
な
っ
た
方
々
と
夢
の
中

で
短
い
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
何
故

こ
の
人
が
夢
枕
に
立
つ
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
事
も

あ
り
ま
す
。
余
り
に
も
多
く
の
故
人
の
夢
を
見
る
の
で
、

恐
れ
の
気
持
ち
も
無
く
な
り
「
昨
夜
は
誰
か
の
夢
を
見

た
が
、
誰
な
の
か
ど
ん
な
言
葉
だ
っ
た
の
か
思
い
出
せ

な
い
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

や
り
た
い
事
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
タ
ラ

レ
バ
で
は
な
く
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て
こ
れ
る
も
の
な
ら

そ
の
時
に
は
そ
う
い
う
人
生
を
送
り
た
い
と
い
う
微
か

な
夢
で
す
。
若
し
も
二
百
年
に
一
度
く
ら
い
生
ま
れ
変

わ
れ
る
と
し
て
も
、
数
千
年
は
か
か
り
そ
う
で
す
。

死
と
い
う
も
の
が
「
言
葉
」
で
は
な
く
一
層
身
近
く

感
じ
ら
れ
る
年
齢
に
達
し
た
今
、
こ
れ
ま
で
捨
て
ら
れ

ず
に
い
た
想
い
や
物
を
ど
う
す
る
か
。
想
い
は
残
さ
れ

た
者
達
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
無
い
だ
ろ
う
が
、
物

は
自
分
に
取
っ
て
は
大
切
で
あ
っ
て
も
、
他
者
に
と
っ

て
は
始
末
に
困
る
事
が
大
半
で
し
ょ
う
。

「
度
一
切
苦
厄
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
心
の

中
に
あ
る
全
て
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て
よ
と
い
う
意
味
で
、

嫉
妬
心
・
虚
栄
心
・
怒
り
・
名
誉
心
・
感
傷
・
等
な
ど

を
捨
て
去
り
、
心
軽
や
か
に
日
々
を
過
ご
せ
と
い
う
教

え
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
簡
単
で
な
い
事
は
誰
も
皆
分
か

っ
て
い
ま
す
。

「
吾
唯
足
る
を
知
る
」
と
い
う
教
え
も
あ
り
ま
す
。

彼
や
彼
女
は
○
○
を
持
っ
て
い
る
の
に
自
分
に
は
無
い
。

そ
ん
な
事
ば
か
り
考
え
て
い
る
と
幸
せ
に
な
ら
な
い
と

い
う
事
で
し
ょ
う
。
彼
や
彼
女
に
は
無
い
○
○
を
私
は

持
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
を
持
つ
こ
と
が
、
吾
唯
足
知

と
い
う
豊
か
さ
な
の
で
し
ょ
う
。

人
生
は
誰
も
皆
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

無
い
も
の
を
い
く
ら
数
え
て
も
幸
せ
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
何
か
少
し
や
り
残
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
良

い
。
多
く
の
人
達
か
ら
受
け
た
ご
恩
を
、
自
分
に
で
き

る
方
法
で
少
し
で
も
お
返
し
す
る
事
が
課
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
に
も
感
じ
る
日
々
で
す
。

生
き
る
こ
と
が
自
分
の
物
語
を
書
き
綴
る
と
い
う
こ

と
な
ら
、
完
結
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
遠
く
で
は
な
い
。

そ
れ
ま
で
の
道
す
が
ら
、
少
し
で
も
満
足
や
幸
せ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
心
豊
か
な
人
生
を
最
終

章
に
綴
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

お
わ
り

「
特
別
号
発
行
に
あ
た
り
」

途
中
途
切
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
特
別
号
に
至
り
ま
し

た
。
今
回
は
読
書
感
想
文
に
限
定
し
た
紙
面
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
事
業
所
の
ご
様
子
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

題
材
選
択
と
い
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
簡
単
に

読
め
て
多
少
な
り
と
も
何
ら
か
の
参
考
に
な
る
よ
う
心

が
け
て
参
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し

ょ
う
か
。

長
年
に
亘
り
お
目
通
し
を
戴
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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